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Receiving the Melody of Friedrich Froebel Mutter‒ und Koselieder
谷 村 宏 子 ＊
Abstract
In 1844, the German educational scholar Friedrich Froebel (1782-1852) published Mutter– und
Koselieder, a guide to raising children for mothers and nursery educators. This book includes 57 of
Froebel’s poems, as well as illustrations and explanations of methods of education for nursery
educators. As an additional volume, the sheet music for melodies for 44 of the poems, composed by
Robert Kohl, was also published.
Two volumes of sheet music were later published in the United States, edited by Elizabeth
Peabody in 1878 and Susan Blow in 1895, each volume containing different content. The Peabody edition
arranges Kohl’s original songs for a two‒part women’s chorus, whereas the 83 songs in the Blow edition
also include folk songs and have a piano accompaniment.
The context for this difference lies in Peabody’s visit to Froebelist kindergartens in Germany ; as an
advocate of the kindergarten movement, she was impressed and kept the songs as they were to
transmit the ideology faithfully. Although the original songs are artistic, their complex rhythms and
high ranges are difficult for children to sing ; thus, these songs are to be sung by adults for children.
However, the purpose of Blow’s edition was to explain Froebel’s ideology to kindergartens and
popularize the songs : she adopts simple and energetic rhythms, onomatopoeia, and easily sung lyrics.
Blow’s edition has been treasured for its arrangements and compositions that enable children to sing, its
perspective of child‒centered nursery care, and its ease of use in kindergartens because of the piano
accompaniment.
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Ⅰ．はじめに
ドイツの乳幼児の教育学者フレーベル（Friedrich
Wilhelm August Fröbel, 1782-1852）は、晩年、母
や保育者のための子育てに関する手引書として
“Mutter‒und Koselieder”（1844）を出版した。そ
こにはフレーベルによる57の詩と保育を行う者に対
する子どもの発達の捉え方および教育に関わる手法
についての説明と絵がある。さらに別冊として、フ
レーベルがカイルハウに設立した学校の音楽教師
ローベルト・コール（Robert Kohl, 1813-1881）が
作曲した44曲のメロディ楽譜も出版されたが、当時
はメロディに使用する五線譜の印刷は特殊で高額に
なることから、フレーベルは印刷の依頼先に苦慮し
ながら楽譜だけ出版を遅らせた。
フレーベルの幼稚園教育をいち早くから取り入れ
たアメリカでは “Mutter‒und Koselieder” の訳と
共に楽譜を掲載した書物として “MOTHER-PLAY
AND NURSERY SONGS” と “THE SONGS AND
MUSIC of FRIEDRICH FROEBEL’S MOTHER
PLAY―SONGS AND GAMES―” の⚒冊が出版さ
れた。
日本では桑田親五訳『幼稚園』1876（明治⚙）年
の中にフレーベルの「鳩巣」「風車」等、10個の遊
戯を紹介しているが楽譜の掲載は見られない。ま
た、フレーベルの研究家ブリュウフェル編集・茅野
蕭々翻訳の『母の歌と愛撫の歌』が1924（昭和⚙）
年に翻訳されたが、日本語訳の楽譜は出版されな
かった。コール原曲の楽譜が日本で翻訳出版された
のは、1991（平成⚓）年、熊谷周子による1)のが最
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初である。これらの歌は一般の幼稚園ではほとんど
注目されてこなかったが、明治期に広島女学校、大
正期にはランバス女学院という呼称であった関西学
院大学教育学部では、アメリカの幼児教育家ピーボ
ディ（Elizabeth Palmer Peabody, 1804-1894）とブ
ロウ（Susan E. Blow, 1843-1916）により編集され
た⚒冊の楽譜を授業の中で用いていた。その楽譜
は、ピーボディ編集による “MOTHER-PLAY
AND NURSERY SONGS” 1878（明治11）年とブロ
ウ 編 集 に よ る “THE SONGS AND MUSIC of
FRIEDRICH FROEBEL’S MOTHER PLAY
―SONGS AND GAMES－” 1895（明治28）年であ
る。
これら⚒冊の楽譜を比較したところ、メロディを
はじめその内容は大きく異なる。前者のピーボディ
編は、原曲のフレーベルによるドイツ語の詩・コー
ル作曲のメロディをそのまま英語訳した歌詞であ
る。一方、後者ブロウ編の曲は、コール作曲の歌
《塔の上の鶏》《花かご》等は⚗曲に留まり、それら
も音を低くする等の移調が施されている。その他の
曲は諸外国の民謡やアメリカ人作曲家による創作曲
が用いられている。ブロウ編はピーボディ編が出版
されたわずか15年後のことであるが、原曲より約40
曲も多く掲載されている。このようにフレーベルの
『母の歌と愛撫の歌』のメロディは様々な形態でア
メリカにおいて受容されたが、楽譜の違いからみら
れる当時のアメリカの幼児教育の考え方については
明らかにされていない。
そこで本論では、フレーベルの詩から異なるメロ
ディが生まれた⚒つの楽譜の違いについて検討した
うえで、ブロウ編の楽譜がアメリカ内の幼稚園で受
容された要因について当時の背景から考察する。
Ⅱ．フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』
誕生
（⚑）フレーベルの教育的思想の原点
フレーベルの父は牧師で、フレーベル生後⚙か月
の時に母と死別し、その後、義母に育てられたが、
後に叔父の家に引き取られた。フレーベルは父親に
ついて以下のように述べている2)。
私の父は、さまざまな名前で呼ばれましたよ
うに、ドイツのある高地の山村の説教師であ
り、司祭であり、司牧者もしくは聴罪師であり
ました。そのような職にある者として、また教
養があり人道的で人生経験の豊かな人間とし
て、彼は自分の教区の親たちからきわめてしば
しば、彼らの子どもの適切な教育に関して助言
を求められました。親たちは、当然なんとかし
て彼らの子どもたちの幸福を増してやろうと
願っていました。というのは、子どもによい教
育以上のいかなるものも持たせることもできま
せんと語っていたからです。私は父がどれほど
喜んで助言と行為によって彼らを助けているか
ということを見たり聞いたりしましたので、私
の心の中にもいつの日にか父と同じように援助
したり助言したちしながらそのような親たちを
助けられる者になりたいという要求が目覚まさ
れたのでした。
フレーベルは敬虔なクリスチャンの家庭で育った
が、生母を失ったフレーベルに関心を示さない義母
との生活から父母の愛の重要性をとくに追求するよ
うになったと考えられる。また、父親が牧師として
他者の援助を懸命に行う姿を見ていたフレーベル
は、子どもを教育する者への助言が必要と確信した
のであろう。フレーベルは家庭の事情で職を変わり
ながらもイエナ大学に進学し、教師としての資質を
認められた。さらにベルリン大学では自然科学の研
究を深め、岩石のもつ神秘に接し宇宙は神の創造し
た統一体であると考えるようになる。ここで神と自
然と人間を貫くキリスト教神学的な統一感を核に、
人間の本質を神的なものと捉える教育観を形成す
る。1816年に「一般ドイツ教育所」を開設し、その
後『人間教育』を出版して世間に認められた。ル
ソーやペスタロッチ等の教育思想に影響を受けたフ
レーベルは幼児教育の重要性を唱え、「子どもの園」
を意味する “kindergarten” を旧東ドイツに開設し
た。そこでフレーベルは、「恩物（独語名Gabe：英
語名：Gift）」による遊び注1)を考案する。恩物は明
治初期の我が国の幼稚園教育にも取り入れられた
が、当時の保育者はフレーベルの理念を理解するこ
となく形骸的な遊びに終わり、次第に批判されるよ
うになった。
フレーベルは、62歳の時に幼児教育の集大成とい
える “Mutter‒und Koselieder”『母の歌と遊戯の歌』
を著した。本著は57の詩と絵画と音楽の⚓つから構
成され、それぞれの詩に育児を行う者への人間的・
教育的意味を示す説明文が詳細に示されている。
それぞれの詩に描かれた神秘的な絵は、フリード
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リッヒ・ウンゲル（Friedrich Unger, 1811-1858）
による銅版画で、フレーベルの詩の内容に関連した
絵、上部には遊戯をあらわす手遊びの絵が描かれて
いる。詩は子どもの精神を崇高なものへと向上させ
るフレーベルの子育てに関する考えを盛り込んだも
ので、育児を行う者が子どもに絵を指しながら話し
かける本になっている。フレーベルの根本的思想は
宇宙を支配する神であり、母親は我が子の中に神を
見出すというキリスト教の精神に基づいている。こ
のようなキリスト教の神を中心とした思想は、明治
期の日本では受け入れられにくい部分であったとい
える。
（⚒）『母の歌と愛撫の歌』の構成
1934年出版のプリュウヒェル編茅野蕭々訳3)の目
次は、「母の歌と愛撫の歌」、「遊戯の歌」、「終の歌」
の⚓部構成になっている。またタイトルに付随し
「来れ、我等の小児等を生かしめよう」、「小児生活
の高貴な養育のための詩と畫（ェ）」、「子供らしい
遊戯にも屡々高い意味がある」と記されていること
から、本書は子どもの育児に必要な事柄を、歌、言
葉、絵を通して提供していることがわかる。
最初の見出し「母の歌と愛撫の歌」には⚗首の詩
がある。これらは、新生児に対する母親と子どもと
のスキンシップの重要性をあらわしている。⚒つ目
の詩「子と生命の一致を感ずる母」のみ、母親が子
どもを抱いている挿絵が描かれているが、「新生児
を見つつ母の感ずる事」と「我が子を見て至幸なる
母」、「新生児を見つめる母の感情」、「子と生命の一
致を感じる母の感情」、「我が子を見て幸福を感ずる
母の感情」、「子と遊びながら生い立ちゆく子を眺め
る母の感情」の⚖首には挿絵は描かれず、母親の喜
びの感情を中心とした詩とその説明だけである。
次の「遊戯の歌」は49首あり、「足をばたばた」、
「味の歌」、「はとの家」、「炭焼き小屋」、「かくれん
ぼ」等、子どもの活動や生活を支える意味について
語られ、育児を行う者に示す手引きの詩と挿絵から
なる。詩に続いて手遊びの方法、教育的意味と説明
がある。
最後の「結の歌」は⚔頁に渡る長い詩（歌）で、
育児をする者への忠告として「ただ一人の神が生命
を与えたのだから」とキリスト教精神に終始してい
る。「母の歌と愛撫の歌」は、リズミカルな言葉、
メロディ、身体的表現、絵を通して子どもの心情や
感性に訴えるようになっている。別冊として出版さ
れた楽譜は最初の曲のみピアノ伴奏が付いている
が、他の42曲は伴奏譜無の女性⚒声部合唱曲、最後
の「結の歌」も伴奏譜無の女性⚔部合唱曲である。
（⚓）『母の歌と愛撫の歌』の意義
フレーベル研究の第一人者ともいわれる荘司雅子
（1909-1998）は、『母の歌と愛撫の歌』の意義につ
いて、次のように紹介している4)。
フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』は、母が
子どもを愛撫しながら楽しく遊んであげる歌
で、この歌を歌いながら子育てをすると、母も
子もすこやかに人生を生きて行けるように作ら
れている。（略）自然に即した教育のための出
発点である。なぜならそれは、人間の素質の萌
芽が健全に、そして完全に発達すべき場合に
は、いかに育てられ支えられなければならない
かという方法をしめしているからである。
フレーベルは『母の歌と愛撫の歌』において、乳
幼児期の子どもの教育の基本について母や育児をす
る者に示している。例えば、詩「炭焼き人」の場合、
炭を焼く人は身体が真黒になり熱くて大変である
が、このような人達のおかげで人々の生活が支えら
れていることを覚え、感謝の気持ちを持つことが大
切であることを、リズミカルな歌によって子どもに
説いている。また、「鳩の家」では鳩の子育ての絵
と歌を通して、人も鳩の家族と同じように両親に大
切に育てられる存在であることを教えている。ここ
には母や育児を行う者に対して、日常的な行為に価
値があることを彼女たちに自覚させる目的もある。
Ⅲ．『母の歌と愛撫の歌』の楽譜に関する
先行研究
（⚑）先行研究
『母の歌と愛撫の歌』の楽譜に関する先行研究と
して、山本文茂（1895）の「ブロー編により出版さ
れた『フレーベル：Mother Play の歌と音楽』の旋
律受容―全83曲の日本語歌詞の作成を通して―
（1/4）（2/4）」がある5)。ここでは、コール原曲に
固執せずに子どもの立場から楽曲を選択したブロウ
版、津川版、玉川版の特徴を分析している。山本は
コールによる原曲を音楽的観点から認めており、ブ
ロウ版がなぜ原曲の多くを採択せずに民謡や創作曲
を用いたのかについて疑問を呈している。また津川
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版は、ブロー版をそのまま日本語に訳したものであ
ることから、山本は津川がおそらく原典のコール版
の存在を知らなかったのではないかと推察してい
る6)。さらに山本（2007）の「日本におけるフレー
ベル『母の歌と愛撫の歌』の音楽受容の問題点」に
おいて、我が国ではコール原曲の歌が近年まで正式
に導入されなかった点について音楽面からの研究が
ないがしろにされてきたことを危惧し7)、新たに日
本語版の編集を行うことを提案している。
（⚒）『母の歌と愛撫の歌』編曲楽譜の変遷
1844年にドイツで出版されたコール作曲の楽譜集
“Mutter‒und Koselieder” は、ドイツをはじめイギ
リス、アメリカ、日本で編曲・創作されている。そ
こで本研究では、コール原曲はじめドイツの出版楽
譜が⚓冊、アメリカ⚒冊、イギリス⚑冊、日本⚔冊
の計10冊を示す。
⚑．コール（独）ROBERTKOHL（1813-1881）は、
1844年フレーベルの依頼により、フレーベルの
詩に43曲を作曲した。コールは、1813年にドイ
ツフライベルクで一牧師の子どもとして誕生
し、神学を学ぶためライプチヒ大学で音楽を研
究した。牧師の試験合格後、フレーベル創設の
カイルハウ学園音楽教師に就任し、交響学・作
曲学の講演を行い激励される程の腕の持ち主で
ある。
⚒．エスリン（独）Karl Enslin（1819-1875）は、
1866年に “Mutter‒und Koselieder”『母と育児
の歌』すべて原曲と全く同じ内容を出版する。
最初のピアノ伴奏つき独唱曲⚑曲、無伴奏二部
合唱曲42曲、無伴奏女性⚔部合唱曲⚑曲（終の
曲）からなる。エスリンは、コラールをはじめ
多くの曲を作曲した作曲家である。
⚓．ザイデル（独）Seidel は、1883（明治16）年に
コール原曲から12曲のみを選び、ドイツ語歌詞
による簡易ピアノ伴奏譜に編曲した。山本はこ
れらの曲について「教育現場における実用性は
一応評価できる。しかし、旋律の不必要な終始
江・差替え、⚓連符の全面排除、リズムの不必
要な修正・差替え、半音進行の削除、後半部分
の削除等、コール原曲の雰囲気や味わいをこと
ごとく削ぎ落としてしまった点は極めて遺憾で
あるというほかない。コール原曲の軽視や無視
の風潮は、実にこのザイデル版から始まったと
いっても過言ではないだろう」と厳しく批判し
ている8)。ザイデルが著書の中でコールの曲を
批判したことが、後の人に原曲に対する不信感
を与えた感がある。
⚔．ピ ー ボ デ ィ（米）Peabody（1804-1894）は、
1878（明治11）年に “Mutter‒und Koselieder”
を “MOTHER-PLAY AND NURSERY SONGS”
と 題 し て、原 曲 に 忠 実 な 英 語 版 を Ree/
Shepard 社から出版した。ピーボディは、アメ
リカで最初に英語による幼児教育を行う公立幼
稚園を創設に関与した人物である。
⚕．ロ ー ド 夫 妻（英）FRANCES and EMILY
LORD は、1885（明治18）年に “MOTHER’S
SONGS, GAMES AND STORIES” と英訳し、
メロディは原曲のままピアノの簡易伴奏譜をつ
けた楽譜が1914年イギリスのWILLIAM RICE
社から出版された。1976年にはニューヨークに
あるTimes Company 社からも再版された。高
音域の歌18曲を低く移調し、子どもや母親が歌
いやすいようにしている。
⚖．ブロウ（米）Susan E. Blow（1843-1916）は、
1895（明治28）年に英語版の “THE SONGS
AND MUSIC of FRIEDRICH FROEBEL’S
MOTHER PLAY―SONGS AND GAMES―”
を出版した。コール原典のメロディは⚗曲のみ
で、その他は諸外国の民謡や新しいメロディを
採用し、全83曲からなる。⚑つのタイトルに複
数のメロディがある。⚘名の作詞家、10名の作
曲家、フランス民謡など子どもが母親と一緒に
歌いやすい曲を採択している。
⚗．津川主一（日）（1896-1971）は、1939（昭和14）
年に《愛児保育歌曲集》を自費で教会音楽社か
ら出版した。ブロウ版から43曲を選び日本語の
訳詞をつけ、伴奏譜はブロウと同じであるが、
日本語のニュアンスに合わせて旋律やリズムの
一部を修正している。その後の再版本は日本基
督教団出版から出版している。津川主一は、関
西学院大学神学部卒業後、日本基督教団牧師に
就任した。
⚘．荘司雅子（日）（1909-1989）は、1981（昭和56）
年『フレーベル全集』第⚕巻に玉川大学初等部
教員⚓名が作曲した18曲の楽曲を掲載し、玉川
大学出版部より出版した。荘司雅子は、フレー
ベル研究の第一人者で元広島大学・聖和大学教
教育学論究 第 11 号 2 0 1 9
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 11 号／
谷村宏子 ⚕ 校
94
授。
⚙．熊谷周子（日）（1932-）は、1991（平成⚓）年
『母の歌と愛撫の歌』としてコール原曲に日本
語訳の歌詞をつけ、日本で初めて原曲に忠実な
メロディをドレミ楽譜出版から出版した。熊谷
周子は、お茶の水女子大理学部数学科卒業、東
京芸術大学声楽課程別科修了。元湘北短期大学
助教授。
10．山本文茂編著（日）（1938-）は、名古屋芸術大
学授業資料として『母の歌と愛撫の歌』2007
（平成19）を日本語による曲を掲載した。原曲
に忠実ながら移調および、ピアノ伴奏譜による
前奏・後奏の追加等の編曲を行った。出版が
300冊と限定されたことから、一般的には知ら
れていない。山本文茂は、元東京藝術大学音楽
学部教授で元日本音楽教育学会会長である。
以上10冊の楽譜のうち、ドイツで出版された楽譜
⚓冊全てはコール原曲を尊重したのか、編曲につい
ては移調程度で大きな変更は無い。またドイツから
イギリスに渡り幼稚園を開いたロード夫妻について
も、原曲に簡易のピアノ伴奏をつけたもので原曲と
の相違は大きくない。ドイツに渡り長くフレーベル
幼稚園を視察していたピーボディによる楽譜も、原
曲を尊重している。一方、アメリカのブロウ編は、
コール原曲を⚗曲にとどめ、その他の歌は詞・曲共
に創作するという大幅な変更を行っている。またピ
アノ伴奏が付けられ、これまでの楽譜とは大きく内
容が異なる。
Ⅳ．アメリカにおける⚒つの “Mutter‒
und Koselieder”
日本の教育への影響が大きいアメリカでは、19世
紀末に⚒名の幼児教育の研究家エリザベス・パル
マー・ピーボディ編（1878）とスーザン・ブロウ編
（1895）により、“Mutter‒und Koselider” がドイツ
語から英語に翻訳・編集、そして創作された。ピー
ボディとブロウは共にフレーベルの思想を深く研究
し、進歩主義教育が台頭しフレーベルの思想が批判
されるようになった後もフレーベルを敬愛していた
人物である。両者のメロディが全く異なることが確
認されたことから、各人の経歴からフレーベルの詩
から異なるメロディが生まれた背景について検討
し、ブロウ編の楽譜がアメリカ内で広まった要因に
ついて考察する。
（⚑）ピーボディの経歴
エリザベス・パルマー・ピーボディ（Elizabeth
Palmer Peabody, 1804-1894）は、アメリカマサ
チューセッツ州出身で、父は歯医者、母は小学校教
師の家庭に誕生した。アメリカの文化人との交流が
多く、進歩主義教育に感銘を受けた教養人である。
その後ボストンに本屋を営むかたわら、作家、宗教
家と哲学を論じ、芸術、詩を語り、教育論を戦わし
幼稚園運動を起こしアメリカで最初の公立幼稚園を
創設することになった。そこで、フレーベルの幼稚
園を探究するために15か月間ドイツに滞在し、フ
レーベルの弟子が開園する幼稚園専門学校を訪れ
る。そこで、ピーボディはフレーベルの未亡人ルイ
ゼ（Louise Froebel, 1815-1900）から直接に指導を
受け、フレーベルの教育思想を学ぶ9)。豊泉による
と「1868年帰国したピーボディはフレーベル主義普
及のための定期刊行物を発行したり、講演会を通し
てアメリカにおける幼稚園教育運動の先駆的な伝道
者としての役割を果たした」とある10)。1870年、ア
メリカ最初の公立幼稚園がピーボディの影響により
ボストンに創設された。アメリカの幼児教育界は
ピーボディの存在なしには成り立たなかったといわ
れている11)。さらにピーボディは、フレーベルの著
書『人間教育』に興味を抱き、幼稚園教師の養成が
必要であることに気付いた12)。そこで、フレーベル
直系の幼稚園教師をドイツから招き、アメリカ最初
の幼稚園教員養成施設創設を援助する。
ピーボディが英訳した《母の歌と愛撫の歌》（1878
年 Ree/Shepard 社出版）は聖和短期大学キリスト
教教育・保育研究センターに保存され、広島女学校
時代の教師クックによる手書きのメモがある。
（⚒）スーザン・ブロウの経歴
スーザン・ブロウ（Susan E. Blow, 1843-1916）は、
裕福な家庭に生まれた。アメリカ公立幼稚園史にお
いて注目されたハリス（William Torrey Harris,
1835-1909）がセントルイスの教育長に就任し、
1870年に公立幼稚園を学校教育体系の一部として採
用することになり13)、幼稚園創設実現のためにブロ
ウがセントルイスに招かれた14)。ブロウは1872年
ニューヨークに開設された幼稚園教員養成学校に入
学し、⚑年間幼児教育の理論と実際を学んだ。1873
（明治⚖）年ブロウは、セントルイスに公立幼稚園
を開園させ、教員50名、生徒数1,000人以上と成功
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を収める。さらに幼稚園教育の教員養成学校を創設
し、幼稚園教育の実質的な向上発展のために多大な
努力と貢献を奉げた。1895（明治28）年に《母の歌
と愛撫の歌》を英訳したブロウであるが、コールの
原曲のメロディを用いたのは⚗曲のみで、その他は
民謡や新しいメロディを採用し、全83曲を掲載し
た。さ ら に ブ ロ ウ は 同 年、“MOTTOES AND
COMMENTARIES OF FRIEDRICH FROEBEL’S
MOTHER PLAY” を出版し、その中でフレーベル
の「母の遊び」の意義を著している。ブロウは1905
年から1909年までコロンビア大学で「哲学と教育の
歴史」の講義も担当している。最期までフレーベル
主義教育原理に対する最も忠実な理解者であり、伝
道者として生き抜いたブロウは、アメリカの公立学
校における「幼稚園の母」と呼ばれ、フレーベル亡
き後の最も偉大な幼児教育者として捉えられてい
る。さらにブロウは1908年に、“LETTERS TO A
MOTHER ON THE PHILOSOPHY OF FROEBEL”
と題したフレーベルの哲学書を著している。ブロウ
は精力的にフレーベルの思想を理解し、世間の人に
幼児教育の必要性を説こうとしたことが分かる。
日本では1903（明治36）年『京阪神聨合保育會雑
誌第九號』の雑録における紹介の本として、ブロウ
著の『フレーベル母親遊戯の唱歌及び音楽』、『母へ
の一書』、『フレーベル母親遊戯の要領及び注釈』の
⚓冊が掲載されている。日本でもすでに明治期から
ブロウが紹介されていた。倉橋惣三は、大正期にブ
ロウがフレーベルの思想に忠誠であったことを称賛
している15)。またブロウと同時期に日本で『母の歌
と愛撫の歌』を和訳したハウ（Annie Lyon Howe,
1852-1943）も1897『母の遊戯及育児歌』の中で、
ブロウの功績について次のように称賛している16)。
ブロウが1895ジャーヴィス嬢がなしたよう
に、ドイツ語の原書によって、新しい翻訳本を
完成しました。しかし、ブロウは原書の唱歌及
び楽譜をそのままには直訳せず、基含まれ居る
眞意を翻案して新しい唱歌と楽譜と添へました
のですが、この詩歌、音楽の翻案をなすには、
最も優れた詩人及び作曲家の助力を得たのであ
ります。その結果としてフレーベルの思想を遺
憾なくもち得たばかりでなく、唱歌と楽譜の上
にも大いに成功しましたので、幼稚園教師が喜
んでこの書を使用する様になったのでありま
す。
頌栄幼稚園を創設し当時では珍しい⚒年間の保育
養成学校を創設したハウは、アメリカにブロウの訳
があることを知らずに日本語訳に着手したとあ
る17)。ハ ウ は ブ ロ ウ と 同 時 期 に “Mutter‒und
Koselieder” の日本語訳を行ったが、楽譜は存在し
ないこと、また絵画を日本の風俗を象徴した絵柄と
古典的な文章に作り替えられたという点で原文との
差がある。
1900年代に入るとフレーベル主義幼稚園の在り方
が、子どもの主体性を重んじる進歩主義教育注2)の
立場から批判されるようになる。進歩主義教育を進
めるデューイやキルパトリックらはフレーベルが子
どもの自己活動を尊重する点を評価しつつも、フ
レーベルの象徴主義、神秘主義思想、恩物の体系や
順序を批判した18)。そのような時代にあってもブロ
ウは保守的フレーベル主義幼稚園のリーダーとして
活動を展開した19)。それは、アメリカの民主主義社
会にふさわしく幼稚園を改造することこそ、フレー
ベルの精神にしたがうものであると考えたからであ
ろう。
（⚓）ピーボディ編とブロウ編の楽譜《炭焼き》の
比較
フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』におけるピー
ボディとブロウ編集の楽譜はどのように異なるの
か、《炭焼き》の楽譜を例に比較する（写真⚑・⚒）。
写真⚑のピーボディ編の《炭焼き小舎》はト長調、
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写真⚑：ピーボディ編《炭焼き小舎》
6/8拍子、32小節で付点のリズムが多く、女性⚒部
合唱で伴奏譜は無い。
【歌詞の訳】
炭焼き小舎は小さくて、二人入るもやっとこさ。
それでも内には機嫌よく炭焼き親子が住んでいて、
木を運んでは炭に焼く。それを車で鍛冶屋が運ぶ。
顔に炭付け炭焼きが炭を骨折って焼かなけれや、ナ
イフにフォオクに匙などの入用の品ができません。
さあ坊や、炭焼きさんに御挨拶、匙がなければスウ
プも飲めぬ。たとえお顔は黒くても、心の邪魔には
なりません。
写真⚒のブロウ編の《炭焼き人》は、⚒頁に亘る。
変イ長調、4/4拍子、16小節で歌のメロディと伴
奏譜という構成である。
最初の⚒小節と次の⚒小節はほぼ同じメロディを
用い、全体的に順次進行が多い。アウフタクト（⚑
拍前から始める）は原曲と同じである。
【歌詞の訳】
なぜ木炭人は昼夜を問わないでしょう。木を切り
倒し、木を寝かせ、木炭をゆっくりと燃やし、炭に
火をつけます。炭は急いで持って来てください。熱
くて良い鉄を炭焼人が使わずに、ポニーの足の靴を
作ることはできないのです（⚒番に続く）。
歌詞の内容はフレーベルの詩とほぼ変わらない
が、子どもにとっても分かりやすい言葉を用いると
共に言葉の韻を踏む等の趣向を凝らしている。
【考察】
ピーボディ編《炭焼き小舎》とブロウ編の《炭焼
き人》の曲を比較したところ、ピーボディ編は6/8
拍子、32小節と非常に長い歌であるが、⚒部合唱の
ハーモニーは美しく芸術的な作品である。ただ、素
早いリズムの中に⚕度音程の跳躍があるため子ども
には歌い難い。一方、ブロウ編は4/4拍子、16小節
と曲が短く、ピアノ伴奏があるため保育の場で用い
る時に便利である。リズムは⚑小節に⚔分音符が⚔
つ入る単純リズムではあるが、軽快なリズムででき
ており、歌う時の音程に無理がなく歌いやすい。歌
詞は⚒番まであり、全体で⚑つの遊びと教えになっ
ている。
ピーボディ編は大人が歌うメロディであるのに対
して、ブロウ編は副タイトルに「歌とゲーム」とあ
るように、子どもが楽しく歌うことを意識して作曲
されていることが分かる。
（⚔）ピーボディ編44曲とブロウ編83曲の楽譜の比
較
表⚑は、ピーボディ編 “MOTHER-PLAY AND
NURSERY SONGS” とブロウ編 “THE SONGSAND
MUSIC of FRIEDRICH FROEBEL’S MOTHER
PLAY―SONGS AND GAMES―” に記載されてい
る楽曲について、出版年、曲数、歌詞、作曲、拍子、
調性、小節数、リズム、音の高さ、曲の特徴の観点
から比較したものである。
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写真⚒：ブロウ編《炭焼き人》
P⚑ P⚒
ピーボディ編の『母の遊びと育児歌』（1878）に
ついて整理すると、フレーベル作詞・コール原曲を
掲載しているため歌詞の中に教えが盛り込まれ、ウ
ンゲルの絵ともマッチしている。曲数は、コール原
曲そのままの44曲である。作曲の方法は最初の「始
まりの歌」のみピアノ伴奏がついているが86小節と
長い曲である。それ以外は、女性⚒部合唱曲でハモ
リがある。最後の「結びの歌」は⚔部合唱曲と大人
用の歌であることがわかる。拍子は2/4、3/4、3/8、
4/8、6/8拍子で、⚘分音符が多数並んだ曲が多い。
調性は♯系がほとんどで同じ調性の曲が多く、伴奏
譜はないがピアノ伴奏を和声から考えると伴奏はつ
けやすい。小節数は16から34小節が大半で長い曲が
多い。リズムは⚓連符や16分音符の早いリズムが多
くあり、複雑なものが多く読譜が難しい。音の音さ
は高い音や大きく音程が跳躍する等、複雑なメロ
ディの楽曲もある。曲の特徴としては、幼児にとっ
て楽曲を歌うことは難しいものの、大人たちが歌い
聞かせるという鑑賞の点からは芸術的な曲であるこ
とから、音楽的環境として適当な歌である。幼児で
も歌えて数を親しみやすい⚔小節の歌もあるが、わ
ずかである。
一方、ブロウ編の『フレーベルの母の遊びにおけ
る歌と音楽-歌とゲーム』（1895）は、本のタイトル
にゲームとあるように、子どもが主体となって遊ぶ
ことを目的とした楽曲になっている。83曲と多くの
メロディを輩出しているため、伴奏者が自分に合っ
た伴奏を選択できるという利点がある。歌詞はフ
レーベル作もあるが、Elenor Smith 等多くの作詞
家がかかわっている。中にはフレーベルの詩と関係
の無い歌詞もみられるが、歌詞は擬音や理解しやす
い言葉であるため子どもにとっては理解して歌いや
すく、自由に替え歌にすることも可能である。曲は
イギリス民謡、スイス民謡をはじめ、アメリカで親
しまれているメロディに編曲されている。拍子は
2/4、3/4、3/8、6/8、2/4、3/4、4/4、4/8拍子と様々
である。コール原曲には見られなかった単純な4/4
拍子もあり、リズムも軽快である。調性は♯系と♭
系等様々であるが、ピアノ伴奏譜がついているため
演奏するのには便利である。ブロウ編は、難しいリ
ズムや高音が無いことがコール原曲との大きな違い
である。民謡も用いられ、幼児にとって身体表現な
ど遊びながら歌える曲になっている。ブロウ編の歌
の特徴は、幼稚園で子どもたちが歌ったりゲームと
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表⚑ ピーボディとブロウにおける楽譜の比較
ピーボディ編（1804～1894） ブロウ編（1843～1916）
タイトル MOTHER-PLAY AND NURSERY SONGS
THE SONGS AND MUSIC of FRIEDRICH FROEBEL’S
MOTHER PLAY―SONGS AND GAMES―
出版年 1878年 1895年
曲 数 44曲 83曲（コール原曲は⚗曲のみ）
歌 詞 フレーベル作 Elenor Smith 等、アメリカの多数の作詞家による作
作 曲
コール原曲そのまま
伴奏つきの曲は、最初の「始まりの歌」⚑曲のみ。
それ以降の曲は、同声⚒部合唱曲、最後の「結びの歌」は、
⚔部合唱曲
イギリス民謡、スイス民謡等諸外国の民謡および創作曲
一つのタイトルに⚒または⚓曲の歌がついているものもある
「始まりの歌」はカットされる
全曲にピアノ伴奏がある
拍 子 2/4 3/4 3/8 4/8 6/8拍子
2/4，3/4 3/8 6/8，2/4 3/4 4/4 4/8拍子と多彩
特に4/4 4/8拍子がある
調 性
ハ長調、ト長調、ニ長調が多い
ヘ長調⚔つ、
ホ長調とイ長調は⚑つ
♯系がほとんど
変ホ長調、変ロ長調、ヘ長調、ト長調、イ長調、ホ長調、ニ長調、
ハ長調
♭系も含めほとんどの調がある
小節数
⚔、⚘小節の歌は少なく、16、24、34小節が多い
「始まりの歌」は86小節
⚘小節および16小節の歌がほとんど
最も長い歌で32小節
リズム 三連符や16分音符など、読譜が難しい曲もある
三連符は全くない
身体表現に合うようなリズムが多い
音の高さ
高音が多くある
音の跳躍が激しいものもある
高音はほとんどない
曲の特徴
大人が子どもに歌って聞かせるような芸術的
構成がしっかりした楽曲
子どもが親しみやすい民謡や新た作曲した曲を用いている
リズムオスティナートや同じメロディを用いる等、単純な旋律
GAMES とタイトルにあるように、子どもたちが歌を使いなが
ら自由に遊ぶことを目指している。
して用いる等、保育の実践的な観点から集められた
曲で親しみやすいという特徴がみられる。
ピーボディ編とブロウ編の曲を比較すると、ピー
ボディ編は芸術的な曲に仕上がっているが読譜が難
しく、高音が多く歌い難いといえる。一方、ブロウ
編は子どもたちがゲームとして歌えるように、単純
で軽快なリズムと理解しやすい言葉を用いている。
また、極端に高い音も無いため歌いやすい。
ピーボディはアメリカで初めて子どもたちのため
に幼稚園を設立することを目的に、ドイツにまで出
向きフレーベルの未亡人や弟子たちに会い、15カ月
間もドイツの幼稚園を視察することに費やした。そ
こで、ピーボディはドイツフレーベル思想をできる
だけ忠実に紹介するために “MOTHER-PLAY
AND NURSERY SONGS” を出版したといえる。一
方、ピーボディ版が出版された後、約15年の歳月の
間にアメリカ国内では公立幼稚園が発展してきた。
初等教育機関として公立幼稚園の設定を普及する事
業に献身的に携わったブロウは、幼稚園機能の一つ
にフレーベルが示す「社会あるいは共同体の一員と
しての自覚を目覚めさせる」20)という共同感情の育
成があることに気付いた。そこで、多民族国家であ
るアメリカの人々が共同体の一員としての自覚を実
現することも念頭において、幼稚園教育における子
どもの歌にその精神を盛り込んだと考えられる。そ
のためにブロウは、子どもたちが楽しく歌える短く
て軽快な歌に編曲し、そして諸外国の子どもたちが
歌いやすい自国の民謡を用いたのであろう。
西村はブロウについて次のように述べている21)。
「ブロウが単純にフレーベルの思想をアメリカに根
付かせようとしたのではなく、アメリカ合衆国のア
ングロサクソン系市民として、ドイツ教育思想の産
物である幼稚園をアメリカ化する手法を提案し、公
立幼稚園制度の普及をてこに、伝統的アメリカ社会
の維持と変革を図ろうとしていた女性であった」。
つまり、ドイツの思想をそのまま持ち込むだけで
はなく、フレーベルの思想を理解したうえでスイス
民謡やイギリス民謡等諸外国の民謡を採用すること
で多民族国家アメリカ合衆国の統一化を図ることを
幼稚園教育の中に盛り込んだといえる。そこで幼稚
園で使用することを念頭に作られた楽譜がブロウ編
“THE SONGS AND MUSIC of FRIEDRICH
FROEBEL’S MOTHER PLAY―SONGS AND
GAMES―” である。ブロウは、敢えてタイトルに
フレーベルという名前を出し、『母の遊び』の中に
示されたフレーベルの教えを幼児期の子どもたちに
直接伝える方法として、子どもたちが簡単にそして
親しみやすい言葉で歌えるように編集したといえ
る。コロンビア大学で教鞭をとっていたブロウは、
デューイらの進歩主義教育の考え方に影響を受け、
子どもを主体とする幼児教育の観点からメロディの
編曲及び創作をしたとも考えられる。
Ⅴ．おわりに
フレーベルの『母の遊戯』は、手遊びによる感覚
訓練の手法、習慣を形成する重要性、物事を識別す
る判断力の育成、他人を尊敬する精神、仕事への意
欲といった理想的な教育法を、キリスト教の観点か
ら育児をする者に対して教示した提言書である。ア
メリカの先駆的幼児教育の研究家であるピーボディ
もブロウもこのようなフレーベルの思想を深く理解
していた点では同じであるが、『母の歌と愛撫の歌』
をアメリカで出版したメロディには大きな差が見ら
れた。その背景として、ピーボディはアメリカで幼
稚園を設立することを目標にドイツのフレーベル主
義の幼稚園を視察し、その思想に傾倒したことでフ
レーベルの思想を忠実に紹介しようとした。そのた
め、曲は育児を行う大人が歌うことを目的として作
曲されたコール原曲のままである。一方、ブロウは
アメリカ内で幼稚園が普及する中で、『母の遊び』
におけるフレーベルの思想を幼稚園の子どもたちに
理解させることを目的としたために、言葉やリズム
を簡易にし、ゲーム感覚も取り入れたと考えられ
る。
本研究を通して、コール現曲のメロディに歌詞を
英訳したピーボディ版は、母親や保育者を対象とし
た歌であり、ブロウ版は幼稚園の子どもたちも歌え
るように編曲・創作された楽譜であることが明らか
になった。ピーボディ編は育児を行う者を意識した
芸術的な曲であるが、ブロウ編はアメリカ合衆国と
いう多民族国家の共同感情を視野に入れた曲でもあ
る。つまり、ブロウはいかに幼児期の子どもたちが
歌に親しみながらフレーベルの教えを理解すること
を目的としたと考察できる。その背景に、ピーボ
ディは幼稚園運動を起こしながらアメリカに幼児教
育の基礎を築いた時期であったのに対し、ブロウは
アメリカにおける幼稚園教育の意義を明確にしなが
ら、アメリカ合衆国の統一という目的をもって発展
フレーベルの『母の歌と愛撫の歌』のメロディ受容
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させた時期であったと考えられる。
注釈
注⚑）恩物とは、フレーベルが考案した積木で神様から
の贈り物という意味を含んでいる。球体や立方体
の形をしており、並べ方により長い・短い、高い・
低い、数字の概念の基礎を学ぶ教材である。日本
では教師主導の使い方を東京女子師範学校批評家
の東基吉や大正期の倉橋惣三らにより批判され、
幼稚園で使用することを禁止したところもある。
注⚒）進歩主義教育とは、児童生徒の個性や能力、直接
的な経験を尊重する立場をとる教育の考え方であ
る。進歩主義幼稚園は、一方的にフレーベル主義
幼稚園を批判したのではなく、アメリカではたし
た歴史的役割に対しては高く評価した。フレーベ
ルそのものを否定したわけではなかった。
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